
メタン発酵バイオ液肥利用の取組事例紹介（③公益財団法人 八木町農業公社）

南丹市八木バイオエコロジーセンター

○南丹市八木バイオエコロジーセンター（京都府南丹市）では、家畜排せつ物や食品残渣を
活用して、メタン発酵バイオガス発電、発酵残渣の有効利用に取り組んでいます！

どうやって散布するのだろう…？
肥料の効果はあるの？
馴染みがなく、よく分からない。etc

地元農家の理解が浸
透しておらず、バイオ
液肥が活用されてい
ない。

・バイオ液肥の特徴や効果、地域内へ
の散布時期、散布方法を記載し、地元
農家への普及啓発を行いました。

※運搬・散布に係る燃料費等
 元肥：3,000円/10a
 追肥：2,000円/10a

（参考）
化学肥料の場合（肥料代・散布代）
→16,097円/10a

③地元農家への周知（パンフレット）

バイオ液肥の散布料※は
5,000円/10aとお手頃！

バイオ液肥の利用促進に向けた取組

・水田に元肥・追肥を行い、慣行の水稲との収
量の差を調査しました。
・調査の結果、バイオ液肥による栽培の収量は
市内の慣行栽培の収量を上回る又は同等で
ありことが分かり、バイオ液肥の有用性を確認
することが出来ました。

②バイオ液肥の水田への散布実証

・特殊肥料「やぎバイオグリーン液」として
京都府に届出し、無料配布しています。

５

○成分分析

窒素
リン
カリ

0.3%
0.1%
0.2%

①バイオ液肥の効果分析

やぎバイオグリーン液



メタン発酵バイオ液肥利用の取組事例紹介（④真庭広域廃棄物リサイクル事業協同組合）

○真庭広域廃棄物リサイクル事業協同組合（岡山県真庭市）では、市内の生ゴミやし尿、浄化
槽汚泥を活用して、メタン発酵バイオガス発電、発酵残渣の有効利用に取り組んでいます！

液肥利用の拡大を図るほか、他団体
の視察受入や市内の小中学生への
環境教育も積極的に行っています！

バイオ液肥の利用促進に向けた取組

②バイオ液肥の散布実証
・水稲をはじめ、レタス、キャベツ、ほうれん草
に散布し、バイオ液肥の有効性を確認しま
した。成長の著しい差は見られず、味は慣
行区より優れていることが確認されました。

③普及啓発活動
・バイオ液肥のさらなる利用拡大や定着によって真庭市農業の持続的発展を
図るため農家や大学、行政機関と連携した「真庭液肥研究会」を設立しました。

【主な事業内容】
・バイオ液肥利用拡大に向けた普及活動、研修会の開催
・農家や消費者との情報交換

６

・バイオ液肥の肥効成分を分析し、
肥料としての有効性を確認しました。

市内の９箇所に誰でも無料
で利用出来る液肥スタンドを
設置し、家庭菜園用としても
重宝されています！

・研修会では、散布実証で得られた結果を
用いて、農業者へバイオ液肥利用の普及・
啓発活動を行いました。

○成分分析

窒素
リン
カリ

0.3%
0.1%
0.2%

①バイオ液肥の効果分析

バイオ液肥「まにくるん」

普及啓発パンフレット



メタン発酵バイオ液肥利用の取組事例紹介（⑤有限会社みやま環境保全センター）

バイオマスセンター「ルフラン」

・市主導の従来の組織体制を改め、液肥利用者（農家）を主体とする組織への移
行に向けて、利用者への普及活動や液肥の配分調整といった具体的な利用体制を
整えるため、「液肥利用推進協議会」を設立し、利用促進に向けて活動しました。

・年間を通して地域の幅広い農作物に
散布出来るよう、当年度のバイオ液肥
利用実績を基に次年度の利用計画を
立てました。春～夏の水稲をメインに、
秋は筍や菜種、麦など畑作物に幅広
く散布することを心がけています。

○ (有)みやま環境保全センター（福岡県みやま市）では、生ゴミやし尿、浄化槽汚泥を活用し
たメタン発酵バイオガス発電、発酵残渣の有効利用に取り組んでいます！

バイオ液肥の利用促進に向けた取組

②液肥利用推進協議会の設立

○推進体制の変遷
みやま市液肥研究会（～H29）
→液肥利用推進協議会（H30～）
→液肥利用者協議会（R元～）

③年間散布計画の検討

液肥の効果的利用のため、
散布ノウハウの蓄積は必須だね。

協議会を設立して課題解決を図ろう！
通年で液肥利用が出来るよう散布計画を立ててみよう！

どうすればバイオ液肥を無駄
なく活用出来るだろう…。

廃校舎の跡地を活用し、バイオガスプラントのほか地域食材を活用したカフェ
等を併設しており、地域一体で資源循環型のまちづくりに取り組んでいます。

７

○バイオ液肥の有用性・改善点
○元肥と追肥をセット散布
○作業方法を明示し、作業性を向上
○散布車や運搬車の利用料の周知
○散布可能な農道の幅員など液肥利用条件を明示
○散布時期の周知

④バイオ液肥の利用方法の周知

・バイオ液肥の利用方法をまとめ、地域住民
へ周知しました。バイオ液肥は多くの方々に
使っていただけるよう無料で配布しています。

バイオ液肥「みのるん」

○成分分析

窒素
リン
カリ

0.2%
0.1%
0.1%

①バイオ液肥の効果分析

・特殊肥料「みのるん」として福岡
県に届出し、無料配布しています。



メタン発酵バイオ液肥等利用の取組事例紹介（⑥株式会社Ｊバイオフードリサイクル）

○株式会社Ｊバイオフードリサイクル（神奈川県横浜市）では、飲食店等から排出される食品廃
棄物を活用して、メタン発酵バイオガス発電および発酵残渣の肥料利用に取り組んでいます！

③普及啓発活動

バイオ液肥等の利用促進に向けた取組
・大根、ネギ、ジャガイモ、キャベツ、イチジクに散
布し、慣行栽培との生育状況や収量の比較を
行ったほか、最適な散布方法の検討、病害抑
制効果の検証等を行いました。
・調査の結果、生育及び収量に大きな差がなく、
バイオ液肥の有効性を確認しました。

②バイオ液肥の散布実証

・普通肥料として農林水産省に登録し、
販売を行っています。

○成分分析
窒素
リン
カリ

0.23%
0.03%
0.17%

①バイオ液肥等の効果分析

バイオ液肥「はまのしずく」

・「電力ループ」
食品廃棄物由来の電気を排出事業者に還元する取り組み。
・「農業ループ」
メタン発酵肥料で栽培された作物を排出事業者に販売し、使
用してもらう取り組み。

【基本情報】
・処理能力：固形80t/日、廃液40t/日
・処理方式：湿式メタン発酵方式
・発電設備：消化ガス用エンジン3基

(900kW×2、780kW×1)
・年間発電能力：約1,700万kWh

農家

肥料

農作物

小売電気事業者

電力

電力 食品工場、飲食店、小売
業者など排出事業者

食品
廃棄物

電力ﾙｰﾌﾟ 農業ﾙｰﾌﾟ

液肥散布を行った圃場(ジャガイモ)

横浜工場（横浜市鶴見区）

「電力」と「農業」を掛け合わせた「ダブルリサイクル
ループ」の取り組みは、第６回エコプロアワードにて、
農林水産大臣賞を受賞致しました。

ウェブサイトはこちら

１．肥料のブランド化を目指し、野菜シールを作成。
農家への提供を行いました。

２．近隣農家や機械販売業者を対象とした勉強会を実施しました。

１ ２
バイオ固形肥料「はまのみのり」

○成分分析
窒素
リン
カリ

1.40%
0.58%
0.17%

かながわ
リサイクル製品に
認定されています

８
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